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　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、

市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
で
き
る

こ
と
（
得
意
分
野
）
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
責
任
と
役
割
を
持
っ
て

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
自
主
的
な
活
動
に
対
し
支
援

を
行
う
制
度
と
し
て
「
登
米
市
地

域
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
進

め
て
い
て
、
今
年
度
は
市
内
各
団

体
が
　
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

１１

ま
す
。
今
月
は
、
南
方
町
で
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
南
方
町
で
取
り
組
む
２
つ
の
事

業
の
う
ち
、「
食
と
心
と
体
」
出
前

事
業
が
７
月
　
日
、
南
方
総
合
運

３０

動
場
体
育
館
で
沼
崎
・
柳
沢
地
区

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
南
方
分
会
と
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
あ
そ
ぼ
」
が
一
体
と
な
っ
て
、
郷

土
料
理
の
調
理
体
験
、
健
康
づ
く

り
体
操
、
紙
芝
居
な
ど
を
通
し
て

食
育
へ
の
関
心
と
参
加
者
（
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
）
の
交
流

を
深
め
る
た
め
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
あ
そ
ぼ
」の
皆
さ
ん
が
カ
エ
ル

に
変
身
し
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
た

踊
り
や
人
形
劇
な
ど
も
行
い
、
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
、

会
場
は
参
加
者
の
笑
顔
と
笑
い
声

身
近
な
地
域
で
始
ま
っ
て

い
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
で
ひ
ら
く
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

▲市の協働
　キャラクター「とめ丸」

　
広
報
と
め
８
月
号
で
は
、
登
米
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
か
ら
は
、
具
体
的
に
平
成
　
年
度
に
実
施
し
て
い
る
各

２０

地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
食
と
心
と
体
」
出
前
事
業

第
　
回
関
東
・
東
北
・

４３
北
海
道
少
年
少
女
剣
道

大
会

　
■
開
催
日
　
７
月
　
日
（
日
）

２７

　
■
会
　
場
　
宮
城
県
　「
ホ
ッ
ト

　
　
　
ハ
ウ
ス
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」

【
小
学
生
の
部
】

　
第
１
位
　
中
田
B
＆
G

　
　
　
　
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

手ほどきを受けずんだ作りに挑戦しました

市
ス
ポ
ー
ツ

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
　
回
全
国
小
学
生

２４
陸
上
競
技
交
流
大
会

宮
城
県
選
考
会

　
■
開
催
日
　
７
月
６
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
岩
沼
市
陸
上
競
技
場

【
５
年
男
子
・
１
０
０
㍍
】

　
第
２
位
　
鎌
田
修
次

　
　
　
　
　
　（
佐
沼
ク
ラ
ブ
）

【
男
子
・
　
㍍
ハ
ー
ド
ル
】

８０

　
第
１
位
　
渡
邊
壮

　
　
　
　
　
　（
佐
沼
ク
ラ
ブ
）

【
男
子
・
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

　
第
２
位
　
米
岡
ク
ラ
ブ

【
男
子
・
走
り
高
跳
び
】

　
第
１
位
　
上
野
大
河

　
　
　
　
　
　（
石
越
ク
ラ
ブ
）

　
第
２
位
　
織
田
和
真

　
　
　
　
　
　（
上
沼
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
・
　
㍍
ハ
ー
ド
ル
】

８０

　
第
３
位
　
及
川
沙
弥
華

　
　
　
　
　
　（
米
谷
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
・
走
り
高
跳
び
】

　
第
１
位
　
佐
藤
唯
衣

　
　
　
　
　
　（
錦
織
ク
ラ
ブ
）

　
第
３
位
　
菅
原
実
穂

　
　
　
　
　
　（
南
方
ク
ラ
ブ
）

　
※
各
種
目
第
１
位
は
全
国
大
会

　
　
へ
出
場

【
日
時
】　
　
月
５
日
（
日
）

１０

　
午
後
１
時
　
分
か
ら
４
時

３０

【
場
所
】　
迫
公
民
館

　
２
階
軽
運
動
場

【
内
容
】　
●
講
演
会

　
講
師
　
立
教
大
学
社
会
学
部

　
社
会
学
科
教
授

　
萩
原
な
つ
子
さ
ん

　
●
市
長
と
の
対
談
な
ど

【
定
員
】　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】　
無
料

【
申
込
方
法
】　「
参
加
申
込
書
」
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
、

　
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

　
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
申
込
書
は
、
各
総
合
支
所
地

　
域
生
活
課
お
よ
び
市
民
活
動
支

　
援
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】　
９
月
　
日
（
金
）

２６

【
そ
の
他
】　
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設

　
置
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

　
は
参
加
申
書
に
明
記
し
て
く
だ

　
さ
い
（
1
歳
以
上
未
就
学
児
ま

　
で
、
先
着
　
人
）。

１０

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

　
〒
9
8
7－

0
5
1
1

　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁

　
目
６
番
地
１

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

0
2
2
0
（
　
）
2
1
7
3

２２

　
死sh

im
in
k
a
tsu
d
o
@
c
ity
.to

m
e
.m
iy
a
g
i.jp

　

で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
郷
土
料
理
の

調
理
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
準
備
さ
れ

参
加
者
は
、
は
っ
と
つ
み
や
、
す

り
鉢
で
の
ず
ん
だ
作
り
、
お
に
ぎ

り
作
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

各
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
年
寄
り
が
子

ど
も
た
ち
に
作
り
方
を
教
え
る
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
事
業
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

　　
男
女
が
共
に
活
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
元
気
が
で
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
講
演
会

講師　萩原なつ子 さん
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皆
さ
ん
の
活
動
の
場
に

市
長
が
訪
問
し
て
い
ま
す

　
市
長
が
直
接
市
民
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
、
市
政
に
生
か
そ
う
と
い

う
目
的
で
、
参
加
団
体
が
活
動
し

て
い
る
現
場
へ
市
長
が
直
接
出
向

い
て
、
活
動
現
場
の
視
察
や
意
見

交
換
な
ど
を
行
う
「
移
動
市
長
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
７
月
　
日
に
行
わ
れ
た

１４

平
成
　
年
度
第
３
回
移
動
市
長
室

２０

「
命
と
自
然
の
架
け
橋
農
業
を
目

指
し
て
（
南
方
）」
と
、
８
月
6

日
の
第
４
回
移
動
市
長
室
「
食
を

通
し
て
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
中
田
）
」

の
現
場
シ
リ
ー
ズ
の
内
容
を
紹
介

を
し
ま
す
。

【
第
３
回
　
命
と
自
然
の
架
け
橋

農
業
を
目
指
し
て
】

　
南
方
町
水
稲
部
会
の
皆
さ
ん
が

取
り
組
ん
で
い
る
環
境
保
全
型
農

業
活
動
を
視
察
し
、
意
見
交
換
す

る
た
め
、
７
月
　
日
に
J
A
み
や

１４

ぎ
登
米
南
方
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
　
年
度
第
３
回
移
動
市
長
室

２０

が
開
催
さ
れ
、
南
方
町
水
稲
部
会

の
役
員
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
南
方
町
新
二
網
地
内

の
合
ガ
モ
を
使
っ
た
有
機
米
栽
培

水
田
を
市
長
が
視
察
し
、
水
稲
部

会
の
役
員
か
ら
有
機
米
栽
培
の
現

状
や
課
題
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
J
A
み
や
ぎ

登
米
南
方
営
農
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
今
後
の
循
環
型
農

業
へ
の
取
り
組
み
方
や
「
登
米
市

産
の
コ
メ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
４
回
　
食
を
通
し
て
高
齢
者

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
】

　
高
齢
者
の
食
を
支
え
て
い
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
を
テ
ー
マ
に

８
月
６
日
、
中
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
第
４
回
移
動
市
長
室
が
行

わ
れ
、
調
理
や
配
達
な
ど
、
配
食 水田についての説明を受ける布施市長

移動市長室
「どこでも市長室」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
　
人
が
参
加
し
、
意
見
交
換
が

２４
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
市
長
が
調
理
作
業
現

場
を
視
察
し
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
使
用
食
材
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
議
室
で
意
見
交
換

し
、「
食
事
の
配
達
の
際
は
、
毎
回

高
齢
者
と
声
を
交
わ
す
よ
う
に
し

て
安
否
確
認
も
し
て
い
る
」「
配
食

用
保
温
パ
ッ
ク
の
購
入
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
室

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０

２２

ボランティアによる調理作業を視察しました

市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
９

月
　
日
、
中
田
町
を
会
場
に
開
催

１０
さ
れ
ま
す
。

　
レ
ー
ス
の
発
着
は
「
な
か
だ
ア

リ
ー
ナ
」
で
、
左
記
地
図
に
記
し

た
区
間
が
コ
ー
ス
と
な
る
た
め
、

当
日
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

コ
ー
ス
付
近
を
お
通
り
の
際
は
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
会
当
日
は
選
手
へ
の

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
大
会
日
時
】
９
月
　
日
（
水
）

１０

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
　
分
３０

　
○
女
子
９
時
　
分
ス
タ
ー
ト

３０

　
○
男
子
　
時
ス
タ
ー
ト

１１

※
雨
天
決
行
。
台
風
な
ど
の
荒
天

時
に
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

【
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
】

　
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ

【
交
通
規
制
個
所
】

　
地
図
の
と
お
り

　
○
　
　
　
　
コ
ー
ス

　
○
　
　
　
　
迂
回
路

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
０

時
　
分
ま
で
は
、
コ
ー
ス

３０
内
に
車
両
は
入
れ
ま
せ
ん

の
で
迂
回
路
を
お
通
り
く

だ
さ
い
。

※
指
定
駐
車
場
（
中
田
中

学
校
・
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ
・

中
田
球
場
）
以
外
の
場
所

に
は
車
両
を
止
め
な
い
で

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
米
山
中
学
校

　
緯
０
２
２
０

　
　（
　
）
2
0
4
1

５５


